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校 長  持 田 晃 

 令和４年度合唱コンクールを開催しました。今年度の合唱コンクールは、昨年度までの３月開催の合唱祭

から時期や内容を変更し、秋に合唱コンクールとして開催する初めての行事でした。 

 また、開催にあたっては、これまでいくつもの道のりがありました。合唱は、人と人との声によるハーモ

ニーを創りあげることが大切です。しかしながら、この３年間は新型コロナウイルスの影響により、合唱自

体の学習がままならない状況にありました。 

 ２年前の本行事は、校内の体育室での学年別の開催でした。そして昨年

は、府中の森芸術劇場 どりーむホールでの開催は実現しましたが、こちら

も入れ替え制の学年別開催でした。保護者の方の参観も同様に入れ替え制と

させていただきました。それでも、昨年はどの学年も大変に立派な合唱を聴

かせてくれて、三中生の底力を感じたものでした。各学年ともほんとに、ほんとに立派な合唱で、他学年に

聴かせられない悔しさが心に残りました。 

 今年は、ようやく３学年がホールに集い、全校での合唱コンクールが開催できました。３学年が集うとい

う大切さは、上級生の合唱を直に感じることができることにあります。そうなんです。最上級生である３年

生は、過去２年間に上級生の合唱を直接感じることのできる機会が無かったわけです。それが、どれだけの

影響があるかということは、多くの人がわかっていることです。 

 今年の合唱コンクールは、ただただ、感動的に聴かせていただきました。１年

生の初めてのホールでの合唱。元気よく、みんなの頑張りが、とても伝わってき

ました。２年生は、声が少しずつ大人の声に変わりつつある中での、合唱の響き

が感じられました。３年生は、「さすが」と思えるほどのハーモニーと迫力があり

ました。３年ぶりに３学年が揃っての開催とは思えないほどの各学年らしい、引

き締まり、緊張感のある合唱コンクールを見させていただきました。生徒のみなさん、ほんとに素晴らしか

ったです。心が動かされたことを感じました。保護者の皆様にご理解・ご協力をいただ

きましたこと、心より御礼申し上げます。中面に特別審査員の畑野茂実先生のコメント

を抜粋ですが、掲載いたしました。 

課題曲 

 

金賞 銀賞 

１年生：夏の日の贈りもの Ｃ組：未来へのステップ Ａ組：My Own Road－僕が創る明日－ 

２年生：予感 Ｃ組：この地球のどこかで Ｅ組：地球の鼓動 

３年生：大地讃頌 Ａ組：航海 組曲「海の詩」から Ｆ組：流浪の民 
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特別審査員 畑野茂実先生からのコメント（抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活躍中 

水やりボランティア 

毎週水曜日の朝７：３０に集合し、黙々と活動を続けています。 

夏は、花壇の水やりがメインでしたが、秋は落ち葉拾いがメイン 

となります。 

現在登録者７０名（11/15 現在）に達しました。チャンスはあと 

１回！11 月 30 日（水）が最後となります。登録し、ボランティア 

に参加してみてはいかがでしょうか？ 

青少対の街頭広報ボランティア 

こちらは 11 月１日（火）に行った。青少対の街頭広

報です。青少対の活動を紹介するリーフレットを入れた

ポケットティッシュを配ります。大人が配るとあまり受

け取ってはくれませんが、生徒が配ると快く受け取って

くれます。この日 

は、生徒会役員の 

７名がボランティ 

アとして参加し、 

約４０分で終了し 

ました。 
美化委員会も朝清掃ボラン

ティアをやっています。 

声 学校には、地域の方からの声が届きます。 

良くないことも良いことも・・・・。 

その１ 

 

その２ 

 

その１

 

その２

皆さんは、地域の人に見守られているのです。一人の良くない行いも、一人の良い行いも府中三中の生

徒になります。個が全体を、全体が個を表します。皆さんは、どんな風に思われますか？ 



 

 

 

 

 
 

ハンドボール部  
「９ブロック 新人大会」 

男 子   「優 勝」 
女 子   「優 勝」 

 
バドミントン部  

「第２３回東京都中学校第９ブロック大会」 

     女子ダブルス        「優 勝」   2 年 山本 咲良 ／ 笹沼 凛奈 

   「第三位」   2 年 安髙 愛香 ／ 鳥海 美空 

男子ダブルス        「準優勝」   2 年 見津田 侑翔 ／ 岡村 僚馬 

              「第三位」   2 年 正田 束颯 ／ 1 年 上野 貴裕 

              「第三位」   2 年 町屋 優馬 ／ 平工 翔一 

女子シングルス       「第三位」   2 年 江口 樹奈 

 
 第 33 回伊藤園お～いお茶新俳句大賞 
     中学生の部   「優秀賞」    3 年 中山 瑚子 
             「佳作特別賞」  3 年 古川 颯大 
             「佳 作」    3 年 加藤 璃音 
             「佳 作」    3 年 露﨑 萌果 
             「佳 作」    3 年 小池 加梨 
 

 

 

「齊藤君にしては気持ちを入れて作った」 

                               副校長 齊藤 信一郎 

  

小学校５年生の時図工で「竜の落とし子」の木彫りレリーフを制作しました。作品の裏に貼られた紙に

書かれていた担任の先生の言葉です。好きな教科は図工でしたが、授業中友達と話しをするなどあまり制

作に集中していませんでした。ただなんとなく作る感じでした。しかしこの木彫りは集中して作りました。

図鑑を参考にして形の動きをよく見てスケッチをして、単純化した強い線で下絵を描きました。彫刻刀で

絵柄の余白をひたすら深さ１センチ近くまでそろえて彫り、「竜の落とし子」が浮き上がるように工夫しま

した。最後まで夢中で彫り切り、仕上げのやすり掛けも丁寧に掛け、できた作品は満足のいくものでした。

完成後クラスの木彫り人気投票で２番になりました。初めて先生に褒められて嬉しかったです。 

道 徳 の 窓

NO50 

三中生の活躍 
（敬称略） 
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